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共立祭 09 開催

2009 年の共立祭は、10月17

日(土)~18日(日)の2日間にわ

たって神田一ツ橋キャンパスで

開催された。テーマは「千紫万

紅」、テーマカラーは「秋桜色」。

文芸 OG ネットワークも、創作展

示とバザーで参加した。

今回の共立祭の開催時期は、折

悪しく新型インフルエンザの感

染が広がりを見せ始めたころで、

共立女子学園でもこの時期、中・

高校で一部学級閉鎖が行われた

という。例年であれば、卒業生も

含めて、学園を挙げて盛大に行事

が行われるところだが、感染の予

防対策のため、中・高校の共立講

堂におけるイベントが中止にな

り、一般来場者も制限された。当

初予定されていたプログラムも

変更され、本館と体育館の間のグ

ラウンドで、共立祭を盛り上げて

くれていた恒例の学生たちの出

店も中止となった。

ただ、大学関係は、予定通り行

われたので、本館1階のロビー・

ステージではダンス、

ファッション研究会、

筝曲、合唱、バンドな

ど、多くのサークルの発表が切れ

目なく繰り広げられ、色とりどり

の花が咲き誇る情景をイメージ

したというテーマ「千紫万紅」に

ふさわしい華やかさと賑わいを

呈していた。

展示・発表会場は本館地下1階

~5階と3号館の一部などの各

教室に振り分けられ、作品の展示

や研究発表、楽器演奏、劇上演、

バザー、ショーなど、バラエティ

一に富んだ催しが開かれた。5号
館(体育館)では例年どおり桜友

会の全国支部の活動報告やバザ

ーが行われた。同時に本館 15階

では大学と短期大学のオープン

キャンパスも開かれた。

文芸 OG ネットの会場は本館4

階のエレベーターホールに近い

407号室。会場入り口には、川瀬

治子さん(S52 卒) 制作の共立祭

参加ポスターが、扉には、劇芸術

会場風景

資料整理の様子を紹介する写真

が貼られている。会場に入ると、

今野美保子さん (S35 卒)のパス

テル画がホワイトボードと壁に、

湊一子さん(S33 卒)の人形の創

作展示が、壁に沿ってしつらえら

れたカウンターに飾られ、小池恵

己子さん(S56 卒) 作の生け花が

会場に華やかさを添えていた。一

隅にはテーブルと椅子も準備さ

れ、ちょっとした茶菓が用意さ

れ、来場者との歓談の場となって

いた。

今年もバザーは盛況で、会員の

皆さんの協力もあり、アクセサリ

一、バッグ、食器類などの日用品、

スカーフやセーターといった衣

料品などの品々が提供され、用意

したテーブルに収まりきれない

という、うれしい事態であった。

変わったところでは、松尾慶子さ
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ん(S35 卒) 手作りの万華鏡も幾

つか並べられ、好評だった。バザ

一の売り上げも好調でもろもろ

の経費を差し引いても、純益が得

られた。これは今後のOG ネット

の活動の一部に活用される予定

である。

創作展示の紹介

パステル画の展示をされた今野

美保子さんは、子供のころから絵を

描くのが好きだったという。学生時

代から、課外活動などで、油絵を描

いていたが、パステル画をはじめた

のは5年前。ソフトパステルを使っ

て、自宅で制作にいそしんでいる。

400 種類もあるソフトパステルの

今野美保子さんの作品

「くつろぎの時」

湊 一子さんの作品

古代遺跡エフィソスの写真をバックに

美しい色を眺めるのも楽しいと

いう。今回展示の作品は人と花、

大小合わせて9点。

人形の展示にご協力いただい

た湊一子さんは結婚されて後、ご

主人の赴任先で同好の方たちと

人形作りを始められたというか

ら、人形の制作歴は長い。

展示された人形は、2006年に

トルコを旅行したときに訪れた

古代都市エフィソスの遺跡に心

を奪われて、膨らんだイメージを

帰国してから一気に人の形に作

り上げたものという。展示では、

ご自分で撮った遺跡の写真を背

景にして人形が並べられている。

人形が古代の都市に住んで通り

を歩いているかのようだ。

体験記 今を生きる

病を得て思うこと

藤川 道子

「ここでは治療出来ないので、が

んセンターをご紹介します」

「(遠いなあ) 日赤はどうでしょ

うか

「日赤にも良い先生がいらっし

やいます」

九ヶ月に及ぶ入院生活の始ま

りだった。病名は悪性リンパ腫。

風邪ですと言われたかの如く、

淡々と聞いていた。治療開始後、

合併症で胃に静脈瘤がある事も

わかった。

抗ガン剤の副作用は殆どなく、

頭髪が抜けるのも仕方のないこ

とと特別な感慨もなかった。頭が

痒くなり何も被らずに動き回っ

たこともあった。

胃の静脈瘤から四度の出血が

あり、応急処置に、麻酔無しで胃

カメラ治療をした時の方が辛か

った。外科手術も二度。

先生からは、我慢しないで何で
も言ってくださいと言われたが、

病気に縁のなかった私には、こん

なことまで言ってもいいのかし

らと思い、又我慢しているつもり

もなかった。

闘病という思いもなく、長い休

暇をもらったような、日常の延長

のような気がしていた。環境に順

応し易い性格のようで、病院での

生活にも徐々に馴染んで行った

ようだ。

今年の四月で、造血幹細胞移植
から二年を経過し、再発の恐れも

少なくなり、徐々に体力を回復し

元気になっている。

今、入院中の自分を振り返る

と、心身共に芯が強いこと、前向

きで思った以上に楽天的なこと

(忘れっぽいのかもしれない)、

そして以前よりおしゃべりにな

ったこと。

翻って今の私は、健康になるに

つれて元の怠惰でやる気のない

生活に戻りつつあるようで、反省

の毎日だ。

後何年生きられるかわからな

いけれど、好きな物が食べられ、

やりたい事が出来ることに感謝

し、入院中、退院後の前向きな気

持ちを忘れず、自然体で悔いのな

い日々が過ごせたらと願ってい

る。そして、もっと元気になった

らこの経験を生かして、人々のお

役に立てたらと思っている。

(S46 卒)
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